
　日本修学旅行協会まとめ

中学校の国内修学旅行の実態

防災訓練の
実施と課題　具体的で適切な方法が必要

歴
史
学
習
が
活
動
の
主
流

　
　
農
山
漁
村
体
験
へ
の
移
行
増
す
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今
回
初
め
て
修
学
旅
行
中
に
お
け
る

防
災
（
避
難
）
訓
練
の
実
施
状
況
を
調

査
し
た
。

　
回
答
校
６
７
９
校
の
う
ち
何
ら
か
の

方
法
で
防
災
（
避
難
）
訓
練
を
実
施
・

確
認
し
た
学
校
が
４
３
９
校
（
実
施
率


・
７
％
）
で
あ
り
、
約
３
分
の
２
を

占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
「
避
難
経
路
・
場
所
を
図

面
で
確
認
し
た
」
と
い
う
回
答
は
現
実

的
な
防
災
（
避
難
）
訓
練
を
実
施
し
た

と
は
言
え
ず
、
回
答
し
た
２
５
３
校

（
実
施
率

・
３
％
）
と
、
実
施
し
て

い
な
い
学
校
と
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ

７
割
の
学
校
が
具
体
的
か
つ
現
実
的
な

防
災
（
避
難
）
訓
練
を
実
施
し
て
い
な

い
と
い
う
結
果
に
な
る
。

　
修
学
旅
行
先
で
大
勢
の
生
徒
に
よ
る

防
災
（
避
難
）
訓
練
の
実
施
、
そ
れ
自

体
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
は
あ

る
が
、
こ
の
間
題
は
、
学
校
の
み
な
ら

ず
、宿
泊
施
設
、受
け
入
れ
地
の
行
政
、

旅
行
会
社
な
ど
が
連
携
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
修

協
で
は
「
安
全
確
保
や
危
険
回
避
の
た

め
に
具
体
的
か
つ
適
切
な
方
法
で
、
今

後
す
べ
て
の
学
校
で
防
災
（
避
難
）
訓

練
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
し
て

い
る
。

　
日
本
修
学
旅
行
協
会
（
河
上
一
雄
理
事
長
）
は
、
中

学
校
の
修
学
旅
行
の
実
態
調
査
を
行
い
結
果
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
修
学
旅
行
の
目
標
達
成
に
向
け

た
体
験
学
習
の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
姿
が

み
て
と
れ
る
。
以
下
、
要
点
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
の
調
査
は
２
０
１
２

（
平
成

）
年
度
に
実
施
さ

れ
た
中
学
校
の
修
学
旅
行
に

関
す
る
も
の
で
、
国
公
立
・

組
合
立
と
私
立
を
含
む
中
学

校
１
万
６
９
９
校
か
ら
２
３

４
２
校
（
内
訳
国
立

校
・

公
立
１
５
８
１
校
・
組
合
立

１
校
を
含
む
私
立
６
８
８

校
）
、
抽
出
率
で

・
９
％

の
学
校
の
う
ち
、
７
３
０
校

（
内
訳
国
立

校
・
公
立
５

３
２
校
・
組
合
立
１
校
を
含

む
私
立
１
７
８
校
）
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。
全
国
校
数
に

対
し
て
の
回
答
率
は
６
・
８

％
で
あ
り
、
抽
出
校
に
対
し

て
は

・
２
％
で
あ
っ
た
。

　
今
回
調
査
で
は
、
国
内
修

学
旅
行
実
施
率
は

・
２
％

と
、
前
回
調
査
よ
り
若
干
下

が
っ
た
も
の
の
、
旅
行
先
や

実
施
時
期
が
ほ
ぼ
例
年
の
よ

う
に
戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

震
災
の
復
興
を
目
指
し
頑
張

っ
て
い
る
東
北
地
方
へ
目
的

地
を
変
更
し
た
学
校
が
で
た

り
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
農

山
漁
村
に
お
け
る
宿
泊
体
験

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
多
様
化
が
広
が
る
な
ど
の

様
子
が
う
か
が
え
た
。

　
旅
行
費
用

　
前
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
様

で
、
旅
行
費
用
の
内
訳
構
成

比
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

　
具
体
的
に
は
、
交
通
費
は

前
回
調
査

・
２
％
が
今
回

は

・
７
％
、
宿
泊
費
は
前

回
調
査

・
３
％
が
今
回
は


・
５
％
、
体
験
学
習
費
は

前
回
調
査

％
が
今
回
は


％
、
そ
の
他
は
前
回
調
査


・
０
％
が
今
回
は

・
５
％

で
あ
っ
た
。

　
前
回
調
査
よ
り
今
回
の
ほ

う
が
国
立
・
公
立
・
私
立
の

一
人
当
た
り
の
費
用
は
低
く

な
っ
て
い
る
。
全
体
で
は
、

前
回
調
査
で
は
総
費
用
平
均

額
６
万
１
４
７
５
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
今
回
は
６
万
１

９
５
２
円
と
プ
ラ
ス
４
７
７

円
で
あ
っ
た
。
今
回
調
査
で

は
私
学
の
割
合
が
増
え
た
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
国
立
の
総
費
用
が

約
１
万
円
下
が
っ
て
い
る
の

は
、
前
回
調
査
に
比
べ
、
全

体
的
に
低
額
に
な
っ
た
（


万
円
以
上
の
学
校
が
前
回
調

査
で
は
３
校
）
た
め
で
あ

る
。

　
全
体
の
約
６
割
が
５
万
１

～
７
万
円
の
間
に
あ
る
。
国

立
・
私
立
で
は
過
半
数
の
学

校
が
７
万
１
～

万
円
の
間

に
あ
る
。
公
立
の

・
９
％

（
前
回
調
査

・
５
％
）
は

７
万
円
以
下
で
あ
る
。

　
最
低
金
額
は
公
立
の
３
万

２
７
６
０
円
（
前
回
調
査
３

万
２
９
９
５
円
）
、
最
高
金

額
は
私
立
の

万
７
１
０
８

円
（
前
回
調
査

万
３
６
０

０
円
）
で
あ
っ
た
。

　
総
費
用
が
前
回
調
査
よ
り

上
が
っ
て
お
り
、「
交
通
費
」

「
宿
泊
費
」
は
上
が
り
、

「
体
験
学
習
費
」「
そ
の
他
」

は
下
が
っ
て
い
る
。

　
交
通
手
段

　
前
回
調
査
と
比
較
し
て
、

全
体
で
連
合
体
輸
送
（
修
学

旅
行
専
用
列
車
）
が
約
６
ポ

イ
ン
ト
高
く
な
り
、
バ
ス
利

用
が
往
路
で
約
７
ポ
イ
ン

ト
、
復
路
で
５
ポ
イ
ン
ト
下

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前

回
調
査
で
は
、
震
災
の
影
響

を
受
け
た
も
の
が
、
今
回
調

査
で
は
、
例
年
並
み
に
戻
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
一
般
列
車
利

用
は
、
往
路
利
用
が
復
路
利

用
を
上
回
り
、
逆
に
バ
ス
利

用
は
、
復
路
利
用
が
往
路
利

用
を
上
回
る
状
況
が
続
く
。

　
航
空
機
利
用
は
、
近
畿
が

全
国
の
３
分
の
１
近
く
を
占

め
て
い
る
。
理
由
は
沖
縄
を

旅
行
先
に
し
て
い
る
学
校
が

多
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

回
答
し
た
沖
縄
の
４
校
と
も

航
空
機
を
利
用
し
て
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
る
。

　
な
お
、
船
舶
利
用
の
学
校

は
公
立
が
８
校
、
私
立
が
１

校
で
あ
り
、
九
州
の
学
校
が

大
阪
南
港
↓
新
門
司
港
と
大

阪
南
港
↓
別
府
港
な
ど
の
経

路
を
復
路
に
利
用
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

　
旅
行
内
容

　
①
重
点
を
お
い
た
活
動

　
今
回
の
調
査
結
果
に
お
い

て
も
旅
行
先
の
第
１
位
は
京

都
府
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

遺
跡
・
史
跡
・
文
化
財
・
寺

社
な
ど
の
見
学
が
連
続
第
１

位
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
以
外
の
内
容
で
大
き

く
順
位
が
移
動
し
た
項
目
を

見
て
み
る
と
、
「
宗
教
体
験

（
坐
禅
、法
話
、写
経
な
ど
）」

は
前
回

位
が
今
回
６
位

に
、
「
自
然
や
野
外
活
動
体

験
」
は
前
回
５
位
が
今
回


位
に
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
「
宗
教
体
験
（
坐

禅
、
法
話
、
写
経
な
ど
）
」

は
前
回
２
・
８
％
、
校
が
、

今
回
４
・
２
％
、

校
と
上

が
っ
た
。
坐
禅
体
験
は
、
寒

暖
に
か
か
わ
ら
ず
時
計
を
は

ず
し
靴
下
な
ど
の
も
の
を
脱

ぎ
、
ま
さ
に
余
計
な
も
の
を

身
に
付
け
ず
、
心
を
集
中
さ

せ
て
た
だ
ひ
た
す
ら
座
り
身

体
で
何
か
を
覚
え
る
体
験
の

場
と
し
て
、
教
育
的
効
果
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　「
自
然
や
野
外
活
動
体
験
」

が
下
が
っ
た
理
由
と
し
て
、

決
し
て
自
然
や
環
境
に
対
し

て
の
教
育
的
意
識
が
薄
ら
い

だ
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り
積

極
的
に
自
然
の
中
で
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
体
験
を
重
視
し

て
農
山
漁
村
体
験
へ
移
行
す

る
学
校
の
増
加
が
要
因
と
思

わ
れ
る
。
全
国
の
農
山
漁
村

で
の
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
の

成
果
で
あ
ろ
う
。

　「
料
理
・
食
品
加
工
体
験
」

は
前
回

位
（

校
）
が
今

回

位
（

校
）
と
順
位
を

下
げ
た
。

　
修
学
旅
行
で
重
点
を
お
い

た
活
動
や
目
的
で
は
、
史
跡

・
町
並
み
・
産
業
遺
産
・
博

物
館
な
ど
の
見
学
な
ど
の
歴

史
学
習
に
重
点
を
お
く
も
の

が

・
３
％
（
前
回
調
査


・
２
％
）
、
伝
統
工
芸
・
料

理
・
食
品
加
工
な
ど
の
モ
ノ

づ
く
り
が

％
（
前
回
調
査

９
・
６
％
）
、
平
和
学
習
が


・
３
％
（
前
回
調
査
９
・

４
％
）
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・

演
劇
鑑
賞
、
伝
統
文
化
・
伝

統
芸
能
や
祭
り
体
験
、
美
術

館
な
ど
の
見
学
、
コ
ン
サ
ー

ト
・
音
楽
鑑
賞
な
ど
の
芸
術

鑑
賞
・
体
験
が

・
６
％

（
前
回
調
査
９
・
１
％
）
、

野
外
活
動
・
環
境
学
習
な
ど

の
自
然
・
環
境
学
習
の
分
野

が
５
・
６
％
（
前
回
調
査


％
）
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
全
回
答
１
６
７
３

件
の
う
ち
、
こ
の
五
つ
の
内

容
が
全
体
の

・
６
％
（
前

回
調
査

・
１
％
）
を
占
め

て
い
る
。

　
②
旅
行
先
に
つ
い
て

　
前
回
調
査
か
ら
カ
ウ
ン
ト

方
法
は
、
滞
在
時
間
に
関
係

な
く
、
例
え
ば
滞
在
が
半
日

で
あ
っ
て
も
、
２
日
で
あ
っ

て
も
、
初
日
と
３
日
目
で
あ

っ
て
も
、
行
っ
た
旅
行
先
が

同
じ
で
あ
れ
ば
「
１
」
と
し

て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
今
回
調
査
で

大
き
な
変
動
と
し
て
、
震
災

の
影
響
が
薄
ら
い
だ
影
響

で
、
東
京
・
千
葉
の
順
位
が

一
つ
ず
つ
上
が
り
、
大
阪
が

前
回
３
位
か
ら
５
位
に
下
が

っ
た
こ
と
、
件
数
と
し
て
は

少
な
い
が
佐
賀
が
前
回

位

か
ら

位
に
下
が
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
件
数
は
、
少
な
い
が
震
災

の
復
興
に
向
け
頑
張
っ
て
い

る
東
北
地
方
の
岩
手
県
で
公

立
２
校
、
私
立
２
校
の
４
校

（
前
回
調
査
２
校
）
が
、
震

災
・
防
災
学
習
や
農
業
体
験

な
ど
を
行
っ
た
。

　
③
宿
泊
地
と
形
態

　
第
１
位
の
京
都
府
は
前
回

調
査
同
様
変
わ
ら
な
い
。
前

回
４
位
の
東
京
都
が
今
回
２

位
に
、
前
回
５
位
の
千
葉
県

が
今
回
４
位
に
上
が
り
、
前

回
２
位
の
北
海
道
は
今
回
５

位
に
下
が
っ
た
の
は
、
震
災

や
原
発
事
故
の
影
響
が
薄
ら

い
で
、
旅
行
先
が
お
お
む
ね

従
来
の
よ
う
に
戻
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。

　
構
成
比
率
は
、
１
位
の
京

都
府
は
前
回

・
２
％
で
今

回
は

・
９
％
、
２
位
の
東

京
都
は
前
回
８
・
０
％
で
今

回
は

・
４
％
、
４
位
の
千

葉
は
前
回
４
・
０
％
で
今
回

は
７
・
２
％
と
上
が
っ
て
い

る
。
５
位
の
北
海
道
は
前
回


・
５
％
で
今
回
６
・
７
％

と
下
が
っ
て
い
る
。

　
長
野
が
順
位
、
宿
泊
数
と

も
上
が
っ
て
い
る
が
、
ス
キ

ー
や
他
の
体
験
活
動
の
実
施

に
と
も
な
い
、
同
一
県
内
で

の
宿
泊
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
旅
行
先
の
カ
ウ
ン
ト
は
何

日
滞
在
し
て
も
「
１
」
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
宿
泊
地
は

延
べ
数
で
あ
る
た
め
北
海
道

や
沖
縄
の
数
値
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

　
前
回
と
今
回
の
構
成
比
率

を
比
較
す
る
と
、
ホ
テ
ル
形

態
は
前
回

・
１
％
が
今
回


・
８
％
で
わ
ず
か
に
下
が

り
、
日
本
旅
館
形
態
は
前
回


・
７
％
が
今
回

・
３
％

と
わ
ず
か
に
上
が
っ
た
。

　
泊
数
と
し
て
は
大
き
く
は

な
い
が
、
着
実
に
増
加
し
て

い
る
の
は
農
山
漁
村
民
泊

で
、
前
々
回
１
・
９
％
、
前

回
２
・
７
％
で
、
今
回
４
・

０
％
に
な
っ
た
。

　
④
見
学
先

　
○
○
市
内
な
ど
は
集
計
せ

ず
、
施
設
名
が
書
か
れ
て
い

る
見
学
先
の
み
を
集
計
し

た
。
ベ
ス
ト
３
は
、
前
回
と

同
様
に
第
１
位
奈
良
公
園
、

第
２
位
清
水
寺
、
第
３
位
金

閣
寺
と
な
り
、
前
回

位
の

国
会
議
事
堂
が
６
位
、
前
回

４
位
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
７
位

に
下
げ
た
。

　
ま
た
、
前
回

位
以
下
の

宮
島
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
・
資

料
館
、
首
里
城
、
宇
治
平
等

院
が
ベ
ス
ト

入
り
し
た
。

２
０
０
件
を
超
え
て
い
る
の

は
奈
良
公
園
、
清
水
寺
で
、

１
０
０
件
を
超
え
て
い
る
の

は
金
閣
寺
、
法
隆
寺
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
国

会
議
事
堂
で
あ
る
。

　
平
和
学
習
と
し
て
の
沖
縄

県
・
長
崎
県
・
広
島
県
は
定

着
し
て
い
る
。

　
地
域
別
見
学
先
ベ
ス
ト
３

を
み
る
と
、
前
回
の
ベ
ス
ト

３
か
ら
も
れ
た
見
学
先
は
、

東
北
で
は
第
１
位
の
三
内
丸

山
遺
跡
、
第
２
位
の
ね
ぶ
た

の
里
、第
３
位
の
十
和
田
湖
、

中
部
で
は
第
３
位
の
富
士
急

ハ
イ
ラ
ン
ド
、
中
国
で
は
、

第
３
位
の
周
防
大
島
、
四
国

で
は
、
第
２
位
の
高
知
城
、

九
州
で
は
第
３
位
の
太
宰
府

天
満
宮
、
沖
縄
で
は
第
３
位

の
首
里
城
公
園
な
ど
で
あ

る
。

　
大
き
な
変
化
は
、
中
部
の

上
高
地
の
前
回
調
査
２
件
が

今
回
調
査
で
は
９
件
に
上
が

り
、
九
州
の
太
宰
府
の
前
回

調
査

件
が
２
件
に
下
が
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
上
高
地
に

つ
い
て
は
、
渓
流
や
高
原
で

の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
体
験
活

動
を
取
り
入
れ
た
学
校
の
増

加
、
太
宰
府
に
つ
い
て
は
、

福
岡
へ
訪
れ
る
学
校
数
の
減

少
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
。

　
班
別
自
主
行
動

　
今
回
も

％
台
を
超
え
、

全
体
で

・
３
％
の
実
施
率

で
あ
っ
た
。

　
過
去
の
実
績
は
、

（
平

成

）
年
が

・
１
％
、


（
同

）
年
が

・
２
％
、

（
同

）年
が

・
３
％
、


（
同

）
が

・
４
％
、

前
回

（
同

）
年
が

・

８
％
で
あ
っ
た
。

　
今
後
、
体
験
学
習
と
の
関

連
も
含
め
て
、
各
学
校
で
生

徒
の
実
態
と
目
標
を
的
確
に

と
ら
え
て
、
ど
の
よ
う
な
形

態
で
具
体
的
に
何
を
学
習
さ

せ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
班
別
自
主
行
動
の
活
動
場

所
順
位
は
、
前
回
と
同
様
に

１
位
京
都
市
内
（
構
成
比
率


・
２
％
）
、
２
位
東
京
都

内（
構
成
比
率

・
９
％
）、

３
位
長
崎
市
内
（
同
６
・
９

％
）
と
な
り
、
全
体
の
３
分

の
２
を
占
め
た
。

　
那
覇
市
内
が
前
回
調
査


位
か
ら
今
回
４
位
に
上
が
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
際
通

り
な
ど
で
の
班
別
自
主
行
動

も
那
覇
市
内
に
合
算
し
た
た

め
で
あ
る
。

　
班
別
自
主
行
動
の
場
所
と

し
て
は
、
京
都
市
内
が
全
体

の

％
を
超
え
突
出
し
て
い

る
。
前
回
調
査
で
は
震
災
の

影
響
で

位
以
内
に
入
っ
て

い
な
か
っ
た
盛
岡
市
内
は
、

今
回

位
へ
と
復
活
し
た
。

　
鎌
倉
は
、
前
回
調
査
で


位
で
あ
っ
た
が
、
今
回
調
査

で
は
６
位
に
上
が
っ
た
。
遺

跡
・
史
跡
・
文
化
財
・
寺
社

な
ど
の
見
学
が
見
学
内
容
の

第
１
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
回
り
が
き
き
、
観
光
・

体
験
学
習
が
可
能
な
施
設
・

活
動
場
所
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
あ
り
、
そ
う
し
た
市
町

村
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

　
体
験
学
習

　
体
験
学
習
実
施
率
は
、
全

体
で

・
６
％
と
前
回
調
査

（

年
度
実
施
、
・
５
％
）

よ
り
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
。

ほ
ぼ
、
昨
年
と
状
況
が
同
じ

で
あ
り
、
修
学
旅
行
に
お
け

る
目
標
達
成
の
た
め
の
必
要

性
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
今
回
と
前
回
調
査
の
構
成

比
率
を
見
て
み
る
と
、
「
伝

統
工
芸
な
ど
」
は
前
回

・

４
％
で
第
２
位
で
あ
っ
た
が

今
回

・
１
％
で
第
１
位
に
、

「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
は
前
回


・
９
％
で
第
３
位
で
あ
っ

た
が
、
今
回
は

・
４
％
で

第
２
位
で
あ
っ
た
。
「
料
理

体
験
」
は
前
回

・
６
％
で

第
１
位
が
、
今
回
は

・
９

％
で
第
３
位
で
あ
っ
た
。
こ

こ
数
年
は
上
記
の
三
つ
の
体

験
学
習
が
、
順
位
の
入
れ
替

わ
り
が
あ
る
も
の
の
上
位
を

占
め
て
い
る
。

http://excursion.okinawastory.jp/

